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ハ イパー

ス ペ ク トル 赤外サ ウ ン ダの 輝度温 度の 同化 （3）
　　　　　　−Aqua／A1RS と Metop／IASIの 同化一

＊岡本幸三
1

、 増 田
一

彦
2

、 大 和 田浩美
3

（1．気象庁数値予報課 、 2．気象研 、 3．気象衛星セ ン ター）

1．目的・経過

　ハ イ パ ース ペ ク トル 赤外サ ウン ダは 、波数分解能

が 0．5cm
匿
1 前後 と 高 く、数値予 報 データ 同化 に と っ

て 有効 な高鉛直分解能 の 気温 ・水蒸気情報が得 られ

る。現在 Aqua 衛星搭載 の AIRS や Metop 衛星搭載
の 】ASI が運 用 され てお り、今後 NPOESS 衛星 CrIS
や MTG 衛星 IRS な ど、多 くの 気象衛星 に搭載が予

定 され て い る。気象庁で は 、気温
・水蒸気の解析精

度ならび に予報精度の 向上 を目的 と して、ハ イ パ ー

ス ペ ク トル 赤外 サ ウ ン ダの 輝度 温度の 同化 に向 けた

開発 を行 っ て い る 。

　前 回 の 報告で は 、 AIRS 全 2378 チ ャ ンネル の うち、

解析精 度 向上 の 寄与 が大 きい と推 定 され る 54 チ ャ

ン ネル をオ フ ライ ン で 選択 し 、 さらに雲 の 影響 を受

けな い チ ャ ンネル だ けをオ ン ライ ン で 選 ん で 輝 度温

度を 同 化す る こ と に よ り、500hPa 高度場予 報 は概

ね改 善す るも の の 、850hPa 気 温 予報 は改悪 とな っ

て い る こ とを示 した （岡本他 2008 ）。

　現在 は、同化チャ ンネル の 変更や観測誤差の 調整

などを行 うなど し て 、AIRS デー
タ の よ り有効 な利

用法 を調査 して い る 。 同時に、Metop 衛星 の IASI
放射強度デ ータを 2008 年 7 月か ら取得で きるよ う

に な っ た た め、AIRS と同様 な前処理
・同化処 理シ

ス テ ム を構築 し、同化 実験 を行 っ て い る。今回 は、

現状 で の AIRS 、　 IASI 輝度温度デー
タ処理

・
同化 実

験結果 に つ い て報告する。

2，AIRS デ ータ処理 の 変更

　主 な変更 を以下 に 挙 げる。

  13 ，6 〜15 ．4μm に お ける 気温 サ ウン デ ィ ン グチ

　　ャ ン ネル の 使用 を増やす一方で 、対 流圏下層チ

　　ャ ン ネル の 観測誤 差 を拡 大 。

  4DVar にお ける観測誤 差の 拡大

  放 射 伝 達 モ デ ル の 更 新 （RTTOV9 ．3
，
　 Saunders

　　2008）。

  は、成層圏 〜対流圏中層 の 気 温解析精度 の 更 な る

向上 を狙 うとともに 、 窓領域 チ ャ ン ネ ル の 同化 に よ

る水蒸気解析場 の 変化が予 報成績に必ず しも良い 影

響を与 え て い な い こ とを考慮した もの で ある 。   は 、

チ ャ ン ネ ル 問誤差相関を考慮 して い な い こ との 代替

措置 で あ る とともに、他 の 観測データ と の バ ラ ン ス

を と る ため に 行 う。   は 、大気 吸収 ・射出計算精 度

の 向上 、解析 レ ベ ル と放射 計 算 レ ベ ル 間の 内挿処 理

の高度化な どを含む 。こ れ らの 変更 に よ り、850hPa

気温予報の 悪化が抑 え られ た もの の 、まだ十分 とは

い え ない た め引 き続 き調整 ・改良を行 う必 要 が あ る 。

3．IASIデータ処理

　IASI デー
タは 、　 NOAA の サーバ ーか らイ ン タ

ー

　　　　　ロ

ネ ッ ト経由 で 取得 して い る。IASI が 観測す る 3．62
〜 15．5μm の 全 8461 チ ャ ン ネル の うち、同化 に使用

す るチ ャ ン ネル の 選択 は 、増 田
・岡本（2009 ）を用 い

て選択す るが、MSI は短波長赤外域 の精度 が AIRS

と比 べ て良 くない た め、CO2 の 15pm 帯だけ を利用

す る。 こ れ らの 選 定条件 にパ ス した 74 チ ャ ン ネ ル

を現在は使用 して い る 。

　雲判定は AIRS と同 じ く 2 段階で 行 う。

（1）IASI　FOV に含 まれ る AVHRR の 雲情報を用 い

　　て 、 完全 に晴れ か ど うか を判定 す る 。 AVHRR
　　雲情報 は 、 クラ ス タ

ー
分析 され た最大 6 種類 の

　　ク ラ ス に対 し て 、各 クラ ス の 割合、放射強度 の

　　平 均値 ・標 準偏 差 が利 用 で き る の で 、ク ラ ス 割

　　合 ＞90 、 標 準 偏 差 〈 1．0［mWm2 ／strlc πr1］、

　　SSTAVHRR−SST 。。 。 1＞
−3［圃 の 全 て を満 た す MSI

　　FOV を完全晴天 とす る。 こ こ で SSTanalは気象

　　庁 で 作成 して い る海面水 温 解析値、SSTAVHRR は

　 AVHRR の チ ャ ンネル 3〜5 の ク ラ ス 平均輝度温

　　度を用い て推定 した海面 水温値で あ る。

（2）岡 本他 （2008）と同 じく、各チ ャ ン ネ ル の 感 度高

　　度に応 じ て 並 べ 替え、そ れ に 対する O ・B の 高度

　　変化か ら雲の 影響を受けるチ ャ ン ネ ル （高度）

　　を判定す る。こ こ で 0 は観測輝 度温度値 、B は

　　第
一推定値か ら計算 し た 晴天 輝度 温 度値 で あ る 。

観 測誤 差 は 0 −B の 標準偏差 と して 設 定 し て い るが 、
AIRS と同 じく他 の 観測デー

タ との バ ラ ン ス を考え、
4DVar 内で は拡大 させ る （現在は 3 倍 ）。

　以 上 の よ うなデー
タ選 択 ・補正 を行 っ た IASI 輝度

温度デー
タ の 同化 実験 を行 っ て お り、 発 表 で はそ の

結果 を報 告す る。
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